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主　催：（社）地盤工学会　／共　催：男女共同参画社会学協会連絡会

日　時：2006年7月14日　9：00～10：30

会　場：かごしま県民交流センター　３階大研修室（１）

参加費：無料（会場席数１60席）


****プログラム****

座長：　日下部　治　（地盤工学会企画部長：東京工業大学）

9：00-9：05
挨　拶 
日下部　治（東工大）

9：05-9：15

（1） 本DSの主旨説明～昨年度DSからの課題について
外狩 麻子（JR東日本）

9：15-10：00　(質疑１０分程度を含む)

（2） 話題提供「地盤工学者としての私。家庭人としての私。」
1 若松 加寿江　（(独)防災科学技術研究所）

2 北田 奈緒子　（(財)地域地盤環境研究所）
10：00-10：15
（3） まとめと提案
日下部　治（東工大）

10：15-10：25

（4） 意識調査（JGS独自アンケート調査）実施について
磯部　隆寿（鹿島建設）

10：25-10：30

（5） 今後の活動
日下部　治（東工大）

第41回地盤工学研究発表会　　ディスカッションセッションDS-11〔一般公開：参加無料〕


男女共同参画社会における地盤工学会の今後の活動


“「学」から飛び立つ技術者・研究者支援のために”





昨年度（2005年度）は地盤工学会としては初めて「男女共同参画」に関するディスカッションの場（研究発表会DS-4）を設け、学会活動として今後どのように取り組み、展開していくかについて話し合う貴重な機会を得ました。これは実質上のキックオフとなっています。一方、このときのパネルディスカッションでは、様々な経歴・立場・視点をもつ男女7名に多彩な意見や話題を頂き、本課題の多角性を目の当たりしたことも、また事実です。


本ディスカッション・セッションでは、見えてきた多様な課題のうち、「学」に視点を置きます。会員の誰もがこの「学」を通り抜け、あるいはステップアップの場として過ごし、現在の技術者・研究者としての確立を成し遂げたのではないでしょうか。この「学」をステージとして、“「学」から飛び立つ技術者・研究者支援のために（今、何ができるか？）”をテーマに、幅広い意見と提案を求めます
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